
ミサイル発射
約400km

２段目以降の部分

3000km以上

１段目の推進装置と
みられる物体

約540km

危険区域１ 危険区域２

11時30分

約320km

11時46分頃

テポドン地区
からの距離

K
F

北朝鮮が発射したミサイルの飛翔状況（イメージ）

約370km

11時37分頃

北朝鮮 我が国
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北朝鮮が発射したミサイルの飛翔経路（イメージ）

テポドン地区から約５４０ｋｍ

秋田県沖約３２０ｋｍ
テポドン地区から約５４０ｋｍ

秋田県の西約３２０ｋｍ
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朝鮮中央テレビ（北朝鮮）の画像等を基に作成

北朝鮮が発射したミサイル（3段式の場合）（イメージ）

約１６ｍ

約８ｍ

約３０ｍ

約６ｍ
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20

30

（m）

スカッドを大型化

1段目を新型ブー
スター 、2段目を

ノドンに

北朝鮮の保有する弾道ミサイル北朝鮮の保有する弾道ミサイル

種類 スカッドB スカッドC ノドン テポドン１ テポドン２

約500km 約6,000km

・1段目に新型ブース
ター、2段目にノドンを

使用。

・06年、テポドン地区よ

り発射し、失敗

約1,500km以上

・1段目にノドン、2段目

にスカッドを使用

・98年、日本上空を飛
び越える形でテポドン1
を基礎とした弾道ミサイ
ルを発射

約1,300km

・スカッドCのエアフレー

ム及びエンジンを大型
化

・ 93年の日本海に向け

ての発射実験で使用さ
れた可能性が高い

・06年にキテリョンから

発射

射程 約300km

・81年、エジプトより
スカッドB及びTEL
（Transporter-Erector-
Launcher）を輸入

・スカッドCは、スカッドBの

寸法を変えることなく、内
部の推進剤タンクを大型
化

出典： Jane’s Strategic Weapon Systems等

エジプトより輸入

これらの弾道ミサイルに加え、北朝鮮は新たに、中距離弾道ミサイルや固体燃料推進方式
の短距離弾道ミサイルの開発を行っていると考えられる。

1段目をノドン、
2段目をスカッドに

４



500km

1,300km

1,500km

6,000km

北京北京

沖縄沖縄沖縄

東京東京

アンカレッジアンカレッジ

サンフランシスコサンフランシスコ

グァムグァム

ハワイハワイ

ﾃﾎﾟﾄﾞﾝﾃﾎﾟﾄﾞﾝ

テポドン２（射程約6,000㎞)※テポドン２（射程約6,000㎞)※

※ 上記図は､便宜上大浦洞（ﾃﾎﾟﾄﾞﾝ）を中心に各ミサイルの到達可能距離を概略のイメージとして示したもの。

北朝鮮の保有する弾道ミサイルの射程北朝鮮の保有する弾道ミサイルの射程

※ 米NIC公表資料（０１年）は、２段式では10,000km、３段式では15,000kmの可能性があるとしている。

テポドン１（射程約1,500㎞以上）テポドン１（射程約1,500㎞以上）

スカッドＢ（射程約300㎞）及び
スカッドＣ（射程約500㎞）

スカッドＢ（射程約300㎞）及び
スカッドＣ（射程約500㎞）

ノドン（射程約1,300㎞）ノドン（射程約1,300㎞）

4,000km

新型ＩＲＢＭ（射程2,500～4,000㎞）
Jane’s Strategic Weapon Systemsによる

新型ＩＲＢＭ（射程2,500～4,000㎞）
Jane’s Strategic Weapon Systemsによる
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